　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　  　　　【様式 6】

「安心カード」を常備しましょう」
　救急搬送時、救急隊は受け入れ先の病院探しや的確な応急処置のため、持病やかかりつけの病院、使用中の薬などの情報が必要です。中には、家族の気が動転したり、本人の意識が無くなったりして、こういった情報を伝えることができないことが多くあります。

　あらかじめ「安心カード」に必要な事項を記入しておけば、救急隊は的確に情報を知ることができスムーズな搬送につながります。
　　家族のため、自身のためにも「安心カード」を記入し、目につきやすく、どの家庭にもある冷蔵庫に貼っておくことをお勧めしますのでご活用ください。
　　なお、「安心カード」は、多くの個人情報が記載されます。そのため、カードへの記入や利用は、あくまでも任意です。

１、更新のお願い
安心カードの情報は古いままだと適切な処置を受けられません。年1回は内容の見直しをしましょう

2、 安心カードの使い方

1 家族がもしものとき、あなたは落ち着いて行動できますか？　　　　　　　　　　　　　　　　傷病者の家族は傷病者が重病なほど気が動転し、スムーズに119番通報をし、救急隊に傷病者の情報を的確に伝えることができません。
傷病者の情報は救急隊が病院を選定、応急処置をするうえで、また、病院が治療を行う際に必要な情報です。 

2 安心カードを冷蔵庫に貼っておきましょう！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あらかじめ傷病者の情報を記入した安心カードを冷蔵庫に貼っておけば安心です。
冷蔵庫はどこの家庭にもあり、救急隊も見つけやすく、地震等の災害にも強く、個人情報保護の観点からも冷蔵庫を貼る場所としてお勧めします。 

3 救急隊に安心カードを渡すだけでOK！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　到着した救急隊に渡すだけで、慌てることなく家族の情報を伝えることができます。
　安心カードには傷病者の名前、生年月日、持病、掛かり付けの病院、常用薬、アレルギー、手術歴等の情報が記入できます。 

4 スムーズな病院搬送につながります！
救急隊は、安心カードの情報をもとに病院を選定し、応急処置をおこないスムーズに病院へ搬送することができます。
家族のため、自身のためにも安心カードを活用しましょう。 

３、困ったときの救急医療情報サービス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　救急車を呼ぶかどうか迷ったときは？
川西消防署に問合せください。　（電話0268-31-0119）  
もし救急車を呼ぶような時にこのカードを持っていれば安心です！！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　救急隊は病院へ患者の名前、持病、常用薬などの情報を伝えなければなりません。あらかじめこのカードに記入していれば的確に情報を伝えることができるので安心です。　　　　　　
1 　あんしんカードの仕組み
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3 ※なんで冷蔵庫？

4 かけつけた救急隊員がすぐに「あんしんカード」を探し出す必要があります。そのため最適な場所が冷蔵庫です。
ほとんどのお宅で冷蔵庫は台所になるので「あんしんカード」がどこにあるのかすぐにわかります

　
	小泉自治会では「安心カード」を一人暮らし世帯、高齢者世帯及び必要とする世帯に配布しています。



     　　　　
